
　

：合計 人 -12
-2

8,999

人
（
（

）（
（

世帯

   3月末現在の筑穂地区の人口 (前月比)

女

月号

：

4 15月 日

4,420

No. ０87

発行日：令和

-10
）

：

+5

）
）

4,721
4,278

7

人
男

２０２5年

年

〒820-0701 飯塚市長尾1340番地 TEL：72-2204 FAX：72-2426

発行：筑穂交流センター 《休館日…第1・3日曜日》

💮 新職員 矢野 綾子

4月から筑穂交流センターで勤務させていただくことになりました矢野と申します。至らないところも色々

あるかと思いますが、地域の皆様のお役に立てるように頑張りますのでよろしくお願いいたします。

💮 新職員 安部 朋子

4月から筑穂交流センターで勤務させていただくことになりました。安部と申します。

1日でも早く業務に慣れるよう日々努力し、筑穂地区の皆様のお役に立てるよう頑張っ

てまいります。よろしくお願いいたします。

💮 新職員 遠藤 幸人

4月1日付けで頴田交流センターから筑穂交流センターに異動してきました。1年間のブランク

がありますので、皆様のご指導を仰ぎながら、少しでもお役に立てるよう努力してまいりますの

でよろしくお願いします。

■ 前職員 山下 美香代

この度、４月１日付で異動することになりました。

１年という短い間でしたが、筑穂地区の皆さまの温かいご支援とご協力のおかげで、楽し

い日々を送ることが出来ました。心より感謝申し上げます。本当にありがとうございました。

■ 前職員 鶴我 知美

筑穂交流センターにて２年間、自治会関係に関する業務に携わらせていただきました。

慣れない作業でしたが、筑穂地区の皆さまのご指導とご協力のおかげで、充実した日々を

送ることが出来ました。ありがとうございました。

今年度も下記の通り

全10回で講座を予定

しております。

５月 ★子育て講座

☆筑穂子育て支援センター合同開催

テーマ★元 菜の花助産院

稲富博美先生のおはなし会

出産・子育てのお悩みを相談してください！！

稲富先生がやさしくアドバイスしてくださいます♡

日にち：5月15日（木）

時 間：10時半～11時半

場 所：筑穂交流センター 第2研修室

講 師：稲富 博美 先生

定 員：8組

申 込：5月8日(木)より受付開始(定員になり次第

終了)

【問合せ・申込み先】

筑穂交流センター TEL：72－2204

筑穂子育て支援センター TEL：72－2970

9回目   1月16日（金）

10回目   2月27日（金）

6回目 10月24日（金）

7回目 11月28日（金）

8回目 12月26日（金）

3回目   7月25日（金）

4回目   8月22日（金）

5回目   9月26日（金）

日程

1回目   5月23日（金）

2回目   6月27日（金）

朝の情報番組などで、ほぼ毎日のように報道されている「米不足」。特に昨年は「令和の米騒動」

とまで言われました。それでも新米ができれば、備蓄米を放出すれば、何とかなる…という声もあり

ましたが、現在でも「米不足」は継続しています。 私たちの主食である米。一般に食事のことを「ご

はん」とも言います。毎日当然のようにあったご飯について、こんなに不安になる日がくるなんて、

私には考えられない事でした。

どうしてこのようなことになったのか。いくつか理由がありますが、一番大きな理由は米の生産量

の減少と言われています。１９６０年代（昭和４０年代）には、年間平均１，４００万トンの米が生産さ

れていましたが、２０２３年（令和５年）には約６７９万トンにまで減少しています。その背景には食生

活の変化や人口減少による米の消費量の減少、減反政策などが影響しています。特に昨年は、天

候の影響が強くありました。しかしそれらとは相反し、近年になって米の消費が高まり、結果「米不

足」になっていったということです。また米の価格も上昇し、２０２５年の東京都区部ではコシヒカリ５

ｋｇの価格が前年同月と比べて１．７倍になっています。

国は解決策として、減反政策の見直し・流通システムの改善・農家への支援等を予定しています。

しかし、「米不足」はまだ当分続きそうだという予測もされています。生産の厳しさ・価格の高騰は、

米に限らず農作物全般についてもいえることです。

私たちが生きていく上で、最も大切で基本となる「食」。「食」への不安は、生活そのものへの不安

と言わざるを得ません。自分にできること、心がけることを考えて、実行したいと思います。

NPO法人人権ネットいいづか 矢野

イイヅカコミュニティセンターの改修に伴う休館について

●休館期間(予定)

【中央公民館・サンクス】 令和7年5月1日（木）～令和8年2月28日（土）

【飯塚図書館】 令和7年5月1日（木）～令和8年3月31日（火）

ただし、中央公民館窓口につきましては、5月16日（金）まで開設しています。

その後、生涯学習に関する対応窓口は、改修期間中穂波庁舎3階へ移転しますが、 土曜日の窓

口開設は行いません。 各事務室の移転先およびその他詳細につきましては、市HPをご覧ください。

●問い合わせ先 生涯学習課（0948-22-3274）



 

飯塚市スポーツ推進委員協議会よりお知らせ 

ニュースポーツを  

一緒に楽しみましょう！ 

★ファミリーバドミントン・その他 

 参加無料 

【飯塚市総合体育館】 

日 時  5月 12日（月） 19時 30分～  

【穂波体育館】 

日 時  5月 19日（月） 19時 30分～ 

【筑穂体育館】 

日 時  5月 13日（火） 19時 30分～ 

参加事項 

① 誰でも参加できます。事前申し込みは不要です。 

② 実施時間が変更・中止等になる場合はホーム 

ページでお知らせいたします。 

③ 発熱等の症状がある場合は、参加をご遠慮くだ 

さい。 

④ 競技中のケガについては、参加者様ご自身の保 

険で対応をお願いします。 

 

◎問合せ先 飯塚市役所 スポーツ振興課 

       TEL：0948-96-8699 
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募集対象・定員 飯塚市内の幼児（3歳以上）・小学生

保護者（代理も可） 定員20名

※原則、全てのプログラムに参加できる方

場 所 飯塚市庄内生活体験学校

（〒820-0111 飯塚市有安958番地1）

日 時 5月24日、6月28日、7月26日、8月23日、

9月27日、10月25日、11月22日、12月20日

令和８年2月28日、3月28日 ※全て土曜日

内 容 農業体験（季節の野菜の収穫や植付）

9時30分～11時30分

食育体験（味噌づくり等）

9時30分～13時30分 ※昼食あり

※体験内容によって解散時間は変わります。

参加費 1名につき1回200円

（食材費・教材費・保険代）

申込方法 氏名・住所・連絡先を明記の上、電話・メー

ルにてお申し込みください。

※申込期間 令和7年4月15日から4月30日まで

※定員を超える申し込みがあった場合は抽選します。

問合せ先 飯塚市庄内生活体験学校（担当：原）

TEL 0948-82-3188 FAX 0948-82-2780

mail taiken.sch@gmail.com

主催者 NPO法人体験教育研究会ドングリ

＜庄内生活体験学校＞

「食育キッズ講座」参加者募集中！！

無農薬での野菜栽培や知識、栄養士が教える食育

を体験しませんか。

令和7年3月8日（土）、3月9日

（日）に、筑穂交流センターまつり

が開催されました。参加された

サークル生のみなさん、筑穂

地区で活動されている団体の

みなさん、ありがとうございま

した。


